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１月 ３日    愛宕山                  伊藤典子 

山 名 愛宕山 山行名  例会（新春登山） 

ルート 清滝～表参道～社務所～水尾の分れ～①躑躅尾根～JR 保津峡駅／②表参道～清滝 

山行日 2019年 1月 3日(木) 天 候 曇時々晴れ時々時雨 

参加者 

リーダー： 伊藤典子        サブリーダー： 赤松隆二 

男性： 下坂、平尾、林、藤村、山下隆、森本、若林、金本             

女性： 倉光            

合計： １１ 名  

ルート概略図 
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発  発  

三十丁目 
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二の鳥居 

着 15:45 
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山行報告及び感想 

JR 京都駅を 7:59 に出発し嵯峨嵐山駅に 8:17 に着いた。地の利に詳しい SL 先導の下、嵯峨

小学校前バス停まで住宅街をくねくねと歩いた。清滝行の京都バスは 8:47発のはずが、なかな

か来ない。じれかけた数名が「ここから歩いてもしれてる」と言う。歩いてもいいかと思いか

けた頃、バスが到着。既に満員。まだお正月 3 日というのに愛宕山登山者の多い事。そういえ

ば京都駅から出るバスがあった時も始発から乗った私達はしっかり座っていたけれど、途中か

ら乗ってくる登山者はもちろん、観光客はぎゅうぎゅう詰めの中長時間立ったままでホントに

気の毒に思ったものだ。十数分ぐらいの立ちんぼなんてどうってことない！ 

二の鳥居前でそれぞれが軽く準備体操をして登山開始。CLとして始めの挨拶もなく、なんか

ダラダラのスタートとなってしまったこと、反省！登り始めは真っ青な空と日差しが心地よく、

段々と暑くなり汗をかいて立ち止まると空気の冷たさにヒヤッとなり、衣服調整が面倒だった。

ペース登山やトレーニングではなく新春登山。終始ゆったり気分で楽しく登った。極め付きは

昼食時のぜんざいの振る舞い、これぞお正月。幻想的な雪景色も相まって、みんな大満足！ 

下山はつつじ尾根の予定であったが、3 名が足などの不調により大事を取って表参道をピス

トンすることに決め、2グループに分かれた。8名のグループは元気に無事保津峡駅へ到着との

こと。3 名が乗る清滝発のバスは 1 時間に一本しかなくちょうど出た後。が、待合で知り合っ

たご親切な方に JR嵯峨嵐山駅まで送っていただきホントに助かった。早速幸運に恵まれた。 

最後まで皆さんとご一緒できなくて不甲斐ない CLでしたが、全員無事に下山できたことに感

謝しています。ご参加ありがとうございました。今年もよろしくお願いいたします。 



12 

 

 

   
       和やかに“ぜんざい”をいただきまーす！（ん、カップ麺？） 

＜感想文＞ 

 

今年も行って来ました、新春の愛宕山。新田辺駅で赤松さん、藤村さんと、JR京都駅でみなさん

と合流し、嵯峨嵐山駅からバス停へ。バスに乗って、いざ清滝へ。バスは満員で、みなさん愛宕山

登山の方ばかりでした。各自で体をほぐして出発。とても良い天気で、2度の衣服調整で、どんど

ん薄着に。                                             

 しかし、標高が上がるにつれ、だんだん気温が下がってきて、溶け残った雪が見られだしました。

そして、水尾わかれを過ぎたところで、アイゼン装着。上では、

雪が降っていました。石段前の休憩所で昼食＆ぜんざい！山下さ

んの呼びかけで各自が具材、部材を持ち寄り、温かいぜんざいを

食べられました。やはり、寒いときの温かいもの、しかも甘いも

のは最高ですね。 

 その後は、記念写真を撮って、ゆっくり下山。今年は、昨年行

けなかったつつじ尾根から下りることが出来て、とても楽しかっ

たです。最後、保津峡駅までダッシュしました。 

 みなさま、今年も安全登山で、いろいろな山に行きましょう 。 

下坂元人 

 

 

 

 

  

 愛宕山の積雪期の登山は初めてである。といっても積雪は, 以前に登った高見山や三峰山のよう

な一面の銀世界とは違って、頂上付近だけだったが、こんな近場に、こんな光景があるなんて、と

感激した。大木の枝葉は雪をかぶり、小木の細い枝は氷をまとって、樹氷と化している。美しい世

界とみんなで見入る。行く前は,寒い、寒いと億劫に思っていたが、やはり美しい世界は苦労のご褒

美として与えられるのだ。もう一つありがたかったものは、寒い中でのぜんざいのごちそうだった。

材料の買い出しから、重い荷物の運搬、調理・・・ 

男性陣のお接待は身に沁みた。今回もおかげさまで、元気に、ルンルンと楽しい山行ができた。皆

様ありがとうございました。            倉光展子 
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